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運 用 報 告 書 
第28期<決算日2013年９月24日> 

 

  ＤＬＩＢＪ公社債オープン(中期コース)  

 
 
 当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／債券 

信 託 期 間 
信託期間は1999年12月14日から無
期限です。 

運 用 方 針 

国内の公社債を中心に投資し、中
長期的な観点でリスクの軽減に努
めながら安定した収益の獲得をめ
ざして運用を行います。 

主要運用対象 
国債、国内外企業の発行する普通
社債、転換社債等を主要投資対象
とします。 

投 資 制 限 

株式（新株引受権証券および新株
予約権証券を含みます。）への投
資は、信託財産の純資産総額の
10％以下とします。外貨建資産へ
の投資は、信託財産の純資産総額
の30％以下とします。 

分 配 方 針 

決算日（原則として３月21日およ
び９月21日）に、経費控除後の利
子等収益および売買益（評価益を
含みます。）等から、基準価額水
準等を勘案して分配する方針で
す。ただし、分配対象額が少額の
場合は、分配を行わない場合があ
ります。 

 
 <運用報告書に関するお問い合わせ先> 

コールセンター：0120-506-860 
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで 
お客様のお取引内容につきましては、購入された 
販売会社にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼

申し上げます。 

 

 さて、「ＤＬＩＢＪ公社債オープン

（中期コース）」は、2013年９月24日に

第28期の決算を行いました。 

 ここに、期中の運用状況と収益分配金

をご報告申し上げます｡ 

 

 今後とも一層のご愛顧を賜りますよう

お願い申し上げます。 
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■最近５期の運用実績 

基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合

決 算 期 
(分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率  

期 中
騰 落 率

債券組入
 

比 率

新 株 予 約 
権 付 社 債 
(転換社債) 
比 率 

債券先物 
 

比 率 

純 資 産
 

総 額

 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％ 百万円

24期(2011年９月21日) 10,080 200 3.0 336.08 2.4 84.3 14.5 － 17,687

25期(2012年３月21日) 9,997 80 △0.0 337.53 0.4 81.8 16.4 △15.8 22,383

26期(2012年９月21日) 9,990 0 △0.1 342.82 1.6 80.9 9.7 － 24,483

27期(2013年３月21日) 10,177 80 2.7 349.37 1.9 90.9 6.9 △17.5 14,981

28期(2013年９月24日) 10,122 70 0.1 349.46 0.0 97.4 － － 16,900

（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 

（出所）ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合は、野村證券株式会社が公表している指数で、その知的財産権は野村證券株式会社に帰属します。なお、

野村證券株式会社は、対象インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、対象インデックスを用いて行

われる事業活動・サービスに関し一切責任を負いません（以下同じ）。 

 

 

 

 

 

 

 

■当期中の基準価額と市況の推移 

基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合
年 月 日 

 騰 落 率  騰 落 率

債券組入 
比 率 

新 株 予 約 
権 付 社 債 
(転換社債) 
比 率 

債券先物
比 率

（期 首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％

2013 年 ３ 月 21 日 10,177 － 349.37 － 90.9 6.9 △17.5

３ 月 末 10,230 0.5 350.76 0.4 90.6 6.7 －

４ 月 末 10,189 0.1 349.14 △0.1 94.3 1.5 △16.8

５ 月 末 10,098 △0.8 345.06 △1.2 97.4 0.9 △69.3

６ 月 末 10,080 △1.0 345.26 △1.2 96.4 0.9 △65.3

７ 月 末 10,102 △0.7 346.18 △0.9 97.3 0.9 －

８ 月 末 10,133 △0.4 347.68 △0.5 96.9 0.8 △65.0

（期 末）    
2013 年 ９ 月 24 日 10,192 0.1 349.46 0.0 97.4 － －

（注１）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
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■当期の運用経過（2013年３月22日から2013年９月24日まで） 
 

《投資環境》 
 当期の長期金利（10年国債利回り）は、0.315％
～1.000％の範囲で推移し、前期末の0.580％から当
期末の0.670％へ小幅に上昇しました。 
 黒田日銀新総裁の下、注目された2013年４月の金
融政策決定会合では、「量的・質的金融緩和」の導
入が決定され、国債の買い入れ額を月４兆円程度か
ら毎月の国債発行額の約７割に当たる７兆円強に拡
大すること等が発表されました。当初は予想を上回
る内容が好感され、長期金利は過去最低水準を更新
する0.315％まで一時急低下しました。しかし、大
規模な金融緩和策に対する市場の消化不良もあり、
債券市場の変動率が急激に拡大したことが投資家の
買い控えにつながり、金利水準が定まらないまま４
月中旬には一時0.650％まで上昇しました。 
 ５月中旬にかけては、為替市場でドル／円相場が
１ドル＝103円台半ばまで上昇し、日経平均株価も
一時16,000円近辺まで上昇する中、長期金利は一時
節目の1.000％まで急上昇しました。その後、米国
市場で量的緩和政策の縮小観測が強まる中、米国を
はじめとする海外の長期金利が上昇する展開となり
ましたが、為替市場でドル／円相場が一時１ドル＝
93円台まで急落し、日経平均株価も12,500円を割り
込む水準まで急落する等、投資家のリスク回避行動
が強まる中、国内の長期金利は0.8％台を中心とし
た狭いレンジで揉み合う展開となりました。 
 ８月に入り、米国の量的緩和の縮小を警戒したリ
スク回避行動が沈静化する中、2013年４－６月期の
実質ＧＤＰ（国内総生産）が年率で＋2.6％と堅調
な結果となったことから債券市場で注目された来年
４月の３％の消費増税観測が強まり、財政不安から
の金利上昇に対する警戒が後退したことに加え、日
銀による国債買い入れの効果が浸透し、良好な需給
環境が続く中、長期金利はジリジリと低下する展開
となり、期末にかけては一時0.665％と、５月上旬
につけた水準まで低下するに至りました。 
 
 

《運用経過》 
基準価額の推移 
 当期末の基準価額は10,122円となりました。1万口当たりの収益分配金額70円を加えると10,192円となり、
前期末に比べ0.15％上昇しました。 
 
基準価額の騰落要因 
 長期金利は小幅に上昇しましたが、債券の利息収入や、良好な国内クレジット市場を背景にファンドで保有
する事業債の価格が上昇したこと等の要因により、基準価額は上昇しました。 
 
ベンチマークの推移 
 ベンチマークであるＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合は0.02％上昇しました。 

期 首 期中高値 期中安値 期 末

2013.３.21 2013.４.４ 2013.５.22 2013.９.24

10,177円 10,360円 10,042円 10,192円
(分配金込み)

（注）期末基準価額は分配金込みです。 
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ベンチマークとの差異およびその要因 

 当ファンドは、ベンチマークを0.12％上回りました。 

［プラス要因］良好な国内クレジット市場を背景に、ファンドで保有する事業債の価格が上昇したこと等がプ

ラスに寄与しました。 

［マイナス要因］６月から８月の金利低下局面における債券先物ヘッジ戦略がマイナスに寄与しました。 

 

《収益分配金》 
 当期の収益分配金につきましては、利子等収益および有価証券の売買益（評価益を含みます。）より運用実

績等を考慮し、１万口当たり70円とさせていただきました。なお、収益分配金に充てなかった利益は信託財産

内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

１万口当たりの分配原資の内訳 

（注）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨てで算出してい

るためこれらを合計した額と「当期分配金（税引前）」の額が一致しない場合

があります。 

 

 

 

 

《今後の投資環境および運用方針》 
 長期金利（10年国債利回り）は、米国の量的緩和政策の縮小観測や、株式および為替市場等のリスク性資産

市場の動向に左右される展開が続き、当面は0.60％～0.80％程度のレンジで推移すると予想します。 

 国内の景気回復や物価が上昇に転じたことが長期金利の上昇要因となる一方で、日銀の長期国債買い入れオ

ペによる良好な需給環境が今後も続く見通しです。国債市場の流動性の指標となる日々の金利の変動幅が落ち

着いてきたことも、５月に見られたような過度な金利の上昇を抑制すると見ています。 

 海外では、米国の量的緩和政策の縮小観測が米国をはじめとする海外の長期金利の上昇要因となっています

が、雇用環境の改善が進む米国においても、本格的な金融引き締めの時期は当面先であることが予想され、更

なる金利の上昇は限定的と考えています。 

 また、足元でシリア情勢に対する懸念は一旦後退していますが、地政学リスクの拡大により世界的な株式市

場の下落に拍車がかかるようであれば、長期金利が再び低下基調を強める展開も警戒しています。 

 今後の運用方針は、中長期的なトレンドとしての金利の上昇懸念が強い場合と、重要な経済指標の発表日や

国債入札日の前後等、一時的に金利上昇リスクが高まると予想される場合に、債券先物の売り建てによる機動

的なヘッジ戦略を継続していく方針です。現物債については、日銀による大規模な資金供給と社債買い入れオ

ペが継続する中、国内クレジット市場は当面堅調な展開を予想しており、銀行劣後債や建設・不動産等の内需

関連銘柄を中心に多めに保有し、利回り収益を獲得する戦略を継続していく方針です。 

 当期 

当期分配金（税引前） 70円 

 当期の収益 36円 

 当期の収益以外 33円 

翌期繰越分配対象額 239円 
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【運用状況】※構成比は純資産総額に対する割合です。 

○格付別構成比 

期首（前期末） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○種類別構成比 

期首（前期末） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○残存年限別構成比 

期首（前期末） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）格付については、格付機関（Ｒ＆ＩおよびＪＣＲ）による上位のものを採用し、＋・－等の符号は省略して表示しています。 

（注）ファンドの事業債の構成比には転換社債を含む場合があります。（金利ヘッジは債券先物を活用しています。） 
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■１万口（元本10,000円）当たりの費用の明細 

項 目 当 期 

(a) 信 託 報 酬 25円

 （投 信 会 社） (10) 

 （販 売 会 社） (13) 

 （受 託 銀 行） ( 2) 

(b) 売 買 委 託 手 数 料 1 

 （先物・オプション） ( 1) 

(c) 保 管 費 用 等 0 

 合 計 26 

 

 
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む。）

は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、下記

の簡便法により算出した結果です。 
経過日数

(a) 信託報酬 ＝ 期中の平均基準価額×信託報酬率× 
365 

期中の売買委託手数料  
(b) 売買委託手数料 ＝

期中の平均受益権口数  

期 中 の 保 管 費 用 等  
(c) 保管費用等 ＝

期中の平均受益権口数  

（注２）計算期間における信託報酬率（年率）は、前計算期間終了

日におけるベンチマークの単利利回りにより決定します。

信託報酬は、信託財産の純資産総額に信託報酬率（年率）

を乗じた額です。 
ベンチマーク単利利回り 信託報酬率 

２％未満 0.4725％（税抜0.45％)

２％以上４％未満 0.5775％（税抜0.55％)

４％以上 0.6825％（税抜0.65％)

前計算期間終了日における 

ベンチマーク単利利回り 
（0.51％）  

なお、各計算期間における当初の２営業日までは、前計算

期間において適用された率を用います。 

（注３）保管費用等には、監査報酬等が含まれております。 

（注４）各項目ごとに円未満は四捨五入しております。 

 

 

 

■売買及び取引の状況（2013年３月22日から2013年９月24日まで） 

(1）新株予約権付社債（転換社債） 

 買 付 売 付 

 額 面 金 額 額 面 金 額 

 千円 千円 千円 千円

国 内 － － 740,000 
(300,000) 

742,200 
(300,000) 

（注１）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれておりません）。 

（注２）（ ）内は、償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

 

 

(2）公社債 

  買 付 額 売 付 額 

 千円 千円

国 債 証 券 3,501,656 3,140,800 国 内

社 債 券 4,773,948 2,276,733 

（注１）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれておりません）。 

（注２）社債券には新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 
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(3）先物取引の種類別取引状況 

買 建 売 建 
種 類 別 

新 規 買 付 額 決 済 額 新 規 売 付 額 決 済 額 

 百万円 百万円 百万円 百万円国
内 債 券 先 物 取 引 － － 211,853 214,506 

（注）金額は受渡代金です。 
 
 

■主要な売買銘柄（2013年３月22日から2013年９月24日まで） 

(1）国内新株予約権付社債（転換社債） 

買 付 売 付 

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

 千円  千円
――― － 第１回 野村総合研究所 転換社債 303,250

 ヤマダ電機ＪＰＹ建て転換制限条項付ＣＢ 3/31/15 298,250

 スクウェアエニックスホールディングスＪＰＹ建てＣＢ 2/4/15 140,700

（注）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれておりません）。 
 
 

(2）国内公社債 

買 付 売 付 

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

 千円  千円
第312回 利付国庫債券（10年） 560,359 第324回 利付国庫債券（10年） 642,566

第119回 利付国庫債券（20年） 558,066 第130回 利付国庫債券（20年） 554,529

第322回 利付国庫債券（10年） 537,416 第92回 利付国庫債券（５年） 401,561

第106回 利付国庫債券（20年） 430,019 第３回 ほくほくフィナンシャルグループ期限前償還条項付劣後社債 305,469

第92回 利付国庫債券（５年） 401,564 第５回 福岡銀行期限前償還条項付劣後社債 303,694

第325回 利付国庫債券（10年） 310,556 第312回 利付国庫債券（２年） 300,057

第301回 利付国庫債券（10年） 212,992 第39回 ソフトバンク社債 296,169

第164回 オリックス社債 204,512 第121回 利付国庫債券（20年） 257,635

第２回 ヒューリック社債 200,000 第20回 三井住友銀行劣後社債 218,823

第11回 森ビル社債 200,000 第301回 利付国庫債券（10年） 213,326
（注）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれておりません）。 
 
 

■利害関係人との取引状況等（2013年３月22日から2013年９月24日まで） 

 期中の利害関係人との取引はありません。 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 
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■組入資産の明細 

公社債 

(A) 債券種類別開示 

 国内（邦貨建）公社債 

当 期 末 

残 存 期 間 別 組 入 比 率 区 分 
額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率

う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率 ５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国 債 証 券 5,773,000 6,184,333 36.6 － 36.6 － －

普 通 社 債 券 10,110,000 10,281,623 60.8 － 31.0 29.3 0.6

合 計 15,883,000 16,465,956 97.4 － 67.5 29.3 0.6

（注）組入比率は、期末の純資産総額に対する評価額の比率であり、小数点第２位を四捨五入しています。 

 

(B) 個別銘柄開示 

 国内（邦貨建）公社債銘柄別 

銘 柄 名 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

（国債証券） ％ 千円 千円  
第 ６ 回 利付国庫債券（40年） 1.900 48,000 49,565 2053/03/20 
第312回 利付国庫債券（10年） 1.200 350,000 368,644 2020/12/20 
第322回 利付国庫債券（10年） 0.900 525,000 539,012 2022/03/20 
第324回 利付国庫債券（10年） 0.800 365,000 371,518 2022/06/20 
第325回 利付国庫債券（10年） 0.800 300,000 304,983 2022/09/20 
第 33 回 利付国庫債券（30年） 2.000 958,000 1,023,460 2040/09/20 
第 84 回 利付国庫債券（20年） 2.000 604,000 684,754 2025/12/20 
第 90 回 利付国庫債券（20年） 2.200 70,000 80,907 2026/09/20 
第106回 利付国庫債券（20年） 2.200 490,000 561,495 2028/09/20 
第108回 利付国庫債券（20年） 1.900 200,000 220,298 2028/12/20 
第119回 利付国庫債券（20年） 1.800 530,000 566,024 2030/06/20 
第121回 利付国庫債券（20年） 1.900 378,000 408,130 2030/09/20 
第130回 利付国庫債券（20年） 1.800 955,000 1,005,538 2031/09/20 

小 計 － 5,773,000 6,184,333 － 
（普通社債券）   
第 36 回 鹿島建設社債 1.240 300,000 305,733 2016/02/05 
第 41 回 鹿島建設社債 0.710 100,000 100,367 2018/07/19 
第 27 回 双日社債 1.350 100,000 101,017 2019/05/30 
第 ２ 回 ヒューリック社債 0.520 200,000 200,208 2018/04/25 
第 ２ 回 野村不動産ホールディングス社債 2.080 200,000 210,858 2017/10/31 
第 10 回 森ビル社債 0.970 100,000 101,148 2017/10/31 
第 11 回 森ビル社債 0.910 200,000 200,574 2019/08/14 
第 34 回 三井化学社債 1.840 100,000 103,481 2016/03/10 
第 44 回 三井化学社債 0.682 100,000 100,243 2018/09/04 
第 21 回 コスモ石油社債 1.090 100,000 99,469 2015/09/18 
第 23 回 コスモ石油社債 1.440 300,000 296,559 2016/12/09 
第 ３ 回 出光興産社債 0.720 100,000 100,625 2018/07/17 
第 23 回 太平洋セメント社債 0.790 100,000 100,161 2018/09/10 
第 29 回 三菱マテリアル社債 0.780 100,000 100,878 2018/05/25 
第 １ 回 セガサミーホールディングス社債 0.732 100,000 100,237 2018/07/25 
第 ２ 回 セガサミーホールディングス社債 0.493 100,000 100,095 2016/07/25 
第 27 回 富士電機社債 0.900 200,000 201,622 2018/06/06 
第 ５ 回 アンリツ社債 0.810 100,000 100,165 2017/09/22 
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銘 柄 名 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

（普通社債券） ％ 千円 千円  
第 36 回 ＩＨＩ社債 1.000 100,000 101,635 2017/03/09 
第 38 回 ＩＨＩ社債 1.110 100,000 101,160 2020/06/12 
第 21 回 トピー工業社債 1.260 100,000 101,462 2020/06/05 
第 ７ 回 ドン・キホーテ社債 0.850 200,000 200,756 2017/12/04 
第 24 回 丸井グループ社債 0.582 100,000 100,027 2018/08/15 
第 45 回 クレディセゾン社債 0.690 100,000 100,616 2018/10/31 
第 ８ 回 みずほコーポレート銀行劣後社債 1.620 100,000 106,071 2021/10/29 
第 25 回 三菱東京ＵＦＪ銀行劣後社債 1.310 100,000 104,534 2020/11/12 
第 ４ 回 りそな銀行劣後社債 2.766 100,000 112,326 2019/06/20 
第 ５ 回 西日本シティ銀行劣後社債 2.700 100,000 107,122 2017/04/17 
第 ２ 回 武蔵野銀行期限前償還条項付劣後社債 1.300 200,000 203,418 2021/07/28 
第 ３ 回 十六銀行期限前償還条項付劣後社債 1.010 300,000 298,992 2022/12/21 
第 ２ 回 大垣共立銀行期限前償還条項付劣後債 1.310 100,000 102,129 2021/09/27 
第 ３ 回 大垣共立銀行期限前償還条項付劣後債 0.880 200,000 200,280 2023/09/04 
第 ２ 回 福井銀行劣後社債 1.090 100,000 101,099 2020/10/27 
第 ２ 回 清水銀行期限前償還条項付劣後社債 0.880 200,000 200,280 2023/09/04 
第 ３ 回 百五銀行期限前償還条項付劣後社債 1.330 200,000 203,978 2021/06/07 
第 ２ 回 百十四銀行期限前償還条項付劣後社債 1.420 200,000 203,440 2021/06/28 
第 ２ 回 宮崎銀行期限前償還条項付劣後社債 1.190 400,000 404,040 2020/11/26 
第 ２ 回 琉球銀行期限前償還条項付劣後社債 1.740 200,000 206,008 2021/03/23 
第 ７ 回 三菱ＵＦＪ信託銀行劣後債 1.590 200,000 212,460 2020/06/08 
第 11 回 住友信託銀行劣後債 1.559 100,000 105,862 2020/07/23 
第 17 回 みずほ銀行劣後特約付社債 1.590 200,000 211,662 2021/09/10 
第 20 回 みずほ銀行劣後特約付社債 1.490 100,000 105,012 2022/06/03 
第 ５ 回 芙蓉総合リース社債 0.313 100,000 100,096 2016/07/25 
第 62 回 アコム社債 1.070 100,000 100,829 2016/03/04 
第 64 回 アコム社債 0.880 100,000 100,112 2018/09/05 
第 ７ 回 ジャックス社債 0.770 100,000 100,590 2018/06/20 
第 ８ 回 ジャックス社債 1.130 100,000 101,130 2020/06/19 
第139回 オリックス社債 2.200 100,000 108,874 2019/08/26 
第164回 オリックス社債 1.146 200,000 205,562 2019/08/07 
第 14 回 大和証券グループ本社社債 1.252 100,000 100,653 2020/05/27 
第 21 回 野村ホールディングス社債 1.860 100,000 105,762 2020/03/17 
第 38 回 野村ホールディングス社債 0.605 200,000 201,108 2016/02/26 
第 39 回 野村ホールディングス社債 0.853 100,000 101,104 2018/02/26 
第 １ 回 あいおいニッセイ同和損害保険劣後社債 1.809 200,000 204,274 2022/09/27 
第 ２ 回 あいおいニッセイ同和損害保険期限前償還条項付劣後社債 1.270 400,000 400,664 2022/09/27 
第 18 回 平和不動産社債 0.990 200,000 201,128 2016/09/02 
第 14 回 東京建物社債 1.440 300,000 309,165 2017/07/14 
第 17 回 東京建物社債 1.300 100,000 101,812 2020/03/18 
第 ７ 回 大京社債 1.790 100,000 102,728 2017/10/25 
第 36 回 日本郵船社債 0.572 100,000 100,197 2018/09/13 
第 37 回 日本郵船社債 0.939 100,000 100,712 2020/09/11 
第489回 関西電力社債 0.792 200,000 200,442 2016/04/25 
第445回 東北電力社債 1.792 110,000 115,151 2018/11/22 
第466回 東北電力社債 0.833 100,000 100,122 2018/02/23 
第420回 九州電力社債 0.820 200,000 200,626 2018/04/25 
第315回 北海道電力社債 0.820 100,000 100,402 2018/04/25 
第 ２ 回 東京都競馬社債 0.572 100,000 100,447 2018/07/11 
第 10 回 コナミ社債 0.527 100,000 100,124 2018/09/03 

小 計 － 10,110,000 10,281,623 － 
合 計 － 15,883,000 16,465,956 － 



 

－  － 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) ／ 2013/10/22 9:45 (2013/10/22 9:45) ／ wk_13958786_030_os7DIAM_DLIBJ公社債ｵｰﾌﾟﾝ(中期ｺｰｽ)_組入_P.doc 

9

wk_13958786_030_os7DIAM_DLIBJ公社債ｵｰﾌﾟﾝ(中期ｺｰｽ)_組入_P.doc

■特定資産の価格等の調査 

 当ファンドにおける期中の該当事項はありませんでした。 
 

■投資信託財産の構成 2013年９月24日現在

当 期 末 
項 目 

評 価 額 比 率 

 千円 ％
公 社 債 16,465,956 95.6 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 751,986 4.4 
投 資 信 託 財 産 総 額 17,217,942 100.0 

 

■資産、負債、元本および基準価額の状況 
(2013年９月24日)現在 

項 目 当 期 末 

(A) 資 産 17,320,906,940円

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 714,048,676 

 公 社 債(評価額) 16,465,956,550 

 未 収 利 息 36,312,253 

 前 払 費 用 1,625,461 

 差 入 委 託 証 拠 金 102,964,000 

(B) 負 債 419,963,805 

 未 払 金 123,054,000 

 未 払 収 益 分 配 金 116,886,142 

 未 払 解 約 金 38,631,957 

 未 払 信 託 報 酬 38,226,053 

 差入委託証拠金代用有価証券 102,964,000 

 そ の 他 未 払 費 用 201,653 

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 16,900,943,135 

 元 本 16,698,020,325 

 次 期 繰 越 損 益 金 202,922,810 

(D) 受 益 権 総 口 数 16,698,020,325口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,122円

 <注記事項> 

※ 期首元本額               14,721,197,244円 

期中追加設定元本額            5,206,107,842円 

期中一部解約元本額            3,229,284,761円 

※ 担保資産 

代用として担保を提供している資産は次の通りです。 

公社債                   105,292,000円 

■損益の状況 
当期 自2013年３月22日 至2013年９月24日 

項 目 当 期 
(A) 配 当 等 収 益 100,194,982円
 受 取 利 息 100,194,982 
(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 17,407,390 
 売 買 益 107,458,791 
 売 買 損 △ 90,051,401 
(C) 先 物 取 引 等 取 引 損 益 △ 31,942,583 
 取 引 益 133,843,648 
 取 引 損 △165,786,231 
(D) 信 託 報 酬 等 △ 38,435,131 
(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 47,224,658 
(F) 前 期 繰 越 損 益 金 160,079,289 
(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 112,505,005 
 (配 当 等 相 当 額) ( 295,724,440)
 (売 買 損 益 相 当 額) (△183,219,435)
(H)    計   (Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 319,808,952 
(I) 収 益 分 配 金 △116,886,142 
 次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ＋Ｉ) 202,922,810 
 追 加 信 託 差 損 益 金 112,505,005 
 (配 当 等 相 当 額) ( 295,724,440)
 (売 買 損 益 相 当 額) (△183,219,435)
 分 配 準 備 積 立 金 104,952,998 
 繰 越 損 益 金 △ 14,535,193 

（注１）(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引損益は期末

の評価換えによるものを含みます。 

（注２）(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含

めて表示しています。 

（注３）(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、

追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいま

す。 

（注４）分配金の計算過程 

計算期間末における費用控除後の配当等収益（61,759,851

円）、費用控除後、繰越欠損金を補填した有価証券売買等

損益（0円）、信託約款に規定される収益調整金

（295,724,440円）及び分配準備積立金（160,079,289円）

より分配対象収益は517,563,580円（１万口当たり309.96

円）であり、うち116,886,142円（１万口当たり70円）を

分配金額としております。 
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■分配金のお知らせ 

１万口当たり分配金   70円 
※分配金を再投資する場合、分配金は税引後自動的に無手数料で再投資されます。 

 

 

分配金の課税上の取扱いについて 

・追加型株式投資信託の分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱

いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

○分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分

配金の全額が普通分配金となります。 

○分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払

戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が普

通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における受益者毎の

個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の受益者毎

の個別元本となります。 

 

 

■約款変更のお知らせ 
約款に記載された公告の方法を、これまでの日刊新聞紙への掲載により行う方法から、主に電子公告の方法

により行うこととするため約款に所要の変更を行いました。 

 

平成25年４月１日 
 




